
事業実施報告書 

       

                         法人名 特定非営利活動法人 みんなで元気                   

 

事業名 わこう銀色プロジェクト 

助成事業の種類 SDGｓ推進事業 パートナーシップ 

1.事業の目的 資源ゴミの分別推進に向け、ゴミ削減や循環型社会を目指す 

2.事業で取り組

んだ地域や社会

の課題 

和光市が課題とする「資源ゴミの分別推進並びに燃やすゴミ削減」に、

高齢者が課題解決の担い手として参画し、役割を持って活動する事を

介護予防（フレイル予防）への取り組みに繋げる。 

3.取り組んだ事

業の具体的な内

容・実施結果 

時期 内容 

７月 作成 成果物配布 

８月 分別用ゴミ袋の作り方講習会 成果物配布 

９月 銀プロサロン 成果物配布 

１０月 銀プロサロン 成果物配布 広報活動  作り方講習会 

１１月 銀プロサロン 成果物配布 広報活動 

１２月 銀プロサロン 成果物配布 作り方講習会 

１月 銀プロサロン 成果物配布 

２月 銀プロサロン 成果物配布 環境課による講座 

○広報実績について 

●令和５年１０/１４ 和光市「わぴあ」主催の若い世代が多く集まる

イベントにて実施  

●令和５年１１/１８・１９・２０ 中央公民館での自主イベントにて

実施   

●令和６年２/２１ 和光市環境課職員による「知って得するゴミ講

座」にて実施  

●講習会での実施 

4.事業実施によ

り達成した成果

の具体的な内容 

・高齢化が進む西大和団地集会所で、継続的に銀プロサロンを実施し、

新聞紙を使った分別用ゴミ袋を一緒に作成する事で課題解決の担い手

が増えたと同時に、近隣住民の居場所としての役割を担うことができ、

フレイル予防に繋がった。 

・成果物の配架場所として和光市図書館に「わこう銀プロコーナー」

を設けており、毎週 150 枚程度の新聞紙で作るごみ袋を設置している

が、減少が早い事から利用者が増えた事を実感している。 

・新倉地域の民生委員を中心としたサロンにおいても、わこう銀色プ



ロジェクトの目的を伝えながら講習会を実施した事で、必要性を理解

して新聞紙でゴミ袋を作る担い手が増え、成果物を地域住民に配布す

る活動が続いている。 

・広報活動の一環として、イベントで行った「このゴミどこだ？クイ

ズ」では、関心を示す親子連れが多く、ゴミ分別や削減の必要性につ

いて若い世代に周知する事ができ、自分事として考え行動してもらう

良い機会となった。 

・環境課職員による「知って得するゴミ講座」では、子育て中の若い

主婦や男性の参加もあり、和光市のゴミを取り巻く現状や課題につい

て具体的に学ぶ事ができた。また、参加者からも多くの質問があり、

市民としてできる事に積極的に取り組もうとする姿勢が伺えた。 

5.費用面での工夫 ・イベント（広報活動）等で必要な消耗品等については、家庭にある

不要品を寄付してもらうなど、それそれが出来る形で幅広くプロジェ

クトに参加してもらえるよう働きかけをした。 

・対象項目以外の必要経費については、当団体から支出した。 

6.地域社会への
還元について 

・以前と比較しても「わこう銀プロ」の目的や活動内容がより知られ

るようになり、ゴミの分別や削減に対する関心度が高まっている。 

・閉じこもりがちだった独居高齢者に、近隣住民が声をかけて銀プロ

サロンに毎回同行してくれており、非常に良い形で地域の連携が深ま

っている。また、高齢者のできる事が地域課題解決の一助となること

で、生きがいづくりにも繋がっている。 

7.来年度以降ど

う事業を継続し

発展させていく

か 

・和光市環境課との連携を更に深め、なかなか分別が進まないマンシ

ョンなど集合住宅への周知も行い、子供達を含む多くの市民の意識が

更に高まるよう働きかけていきたい。 

・ＳＮＳなどの活用も視野に入れたい。 

・銀プロサロンは高齢者のフレイル予防としての役割も担っているた

め、継続して長寿あんしん課や地域包括支援センターとも連携し、地

域での自立した生活が少しでも長くなるようサポートしたい。 

・担い手を増やし、成果物の配架場所を増やしたい。 

 

 




